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家計調査年報を用いた高等学校家庭科の課題研究の教材

○浅野久子＊　池添奈都子＊　井野美保＊　横江 真理子＊　藤原康晴＊＊

（＊鳴門教育大 院生　 ”鳴門教育大）　　　　　 ‘

【目的】課題研究は，課題解決型の学習であり，個人あるいはグループで適切な課題を設

定し，その課題の解決を図る学習をとおして問題解決の能力や自発的・創造的な学習態度

を育てる（学習指導要領）のが目標とされている．この報告は，家計に関する課題を設定

し，マイコンを用いてその課題を解決する教材に関するものである．家計調査年報のデー

タはこれまで専門の研究者による分析に用いられ，その結果が「家庭一般」の教科書へも

よく引用されてきた．その後，そのデータを入力したフロッピーディスクが市販され，家

計に関する諸問題を手軽に分析できるようになつfz. ここでは，課題研究において，この

データを教材として用いるとき，家計に関してどのような課題が設定でき，それをどのよ

うにして分析し，その結果をどのように表示するかを例示した.

【方法】このデータはパソコンの表計算ソフトウェアーでそのまま使えるように編成され

ており，表計算ソフトの計算，配列などの機能，グラフ表示機能を用いて分4ff,表示した.

【設定した課題と分析結果の例】時系列変化として，「家計の支出構成比の変遷」，「消

費者物価指数の算出」，「食料費や衣料費の内訳の推移」などの課題を取りあげ，分析結

果を例示した. 次に，収入階級別データを用いた「支出弾力性」の算出，年齢階級別デー

タを用いて「年齢による支出構成比の違い」，「高齢者の家計の特質」などの課題を分析

した．なお，地域別のデータはこのフロッピーディスクには入力されていないので，別に

入力して分析した．この他，エネルギー消費，野菜，果物の無季節化，外食割合の増加な

どの家庭生活の変化に対しても，表計算ソフトの各種機能を用いて分析，表示した．

2Na －4 アメリカにおける家庭科教科書の動向－1940年から1997年まで
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川］的:|　 アメリカ の家庭 科教科書は、教科書検定制度がないことから、個性的な体裁や

内容のものが多 い。版を重 ね、内容を改訂してきている ものも多いので、今日まで、どの

よ うな変遷を たどって来て いるのか、全領域をカバーしている教科書をできるだけ多 くと

りあげ、 その内容と構成の特徴および変化の動向を明らかにする。

「方法」　 アメリカ合衆国で出版された家庭科教科書のうち、衣食 住およびその他の領域

を扱っているもので、入手 または閲覧できた1940 年から97 年までの36 冊を対象として、夕

ｒトル、改訂 の状況、内容（ 領域、章立て ）とその割合、構成などを分析した。

［結果］　(1 ）タイトルに用いられる用語として、HOIIE（家庭）は1950 年代ごろまで、比

較的多 く用いられてきたが90 年代には全く見られなくなった。 LIVING（生活/ 暮し）は50 年

代から90 年代まで一一貫して多 く用いられている。最近はLIFE（生活/ 人生 ）がやや多くなっ

ている。（2 ）自分自身を 理解する内容の学習が、40 年代から一貫してどの教科書でも最

初におかれている。（3 ）被服 、食物 の内容は60 年代 までは、合わせて全体の70 ％以上を

占 めるものが多かったが、70 年代から減少が著しく、最近では30 ％程度となっている。

（4) どの年代でも、内容（章立て〉に個性のあ るものがあり、全 領域を 扱いながら、自

分自身と人間関係、Manege ●ent（自己管理）、Fa ●ily（家族）、Coni●unityなど、ある視点を

強 調する編集がみら れた。（5  ) 70年代以降、ほとんどの教科書で 、CAREER( 職業 ）に関連

す る内容を、章 または節で取り上げている。（6  ）FAMILY（家族 ）の扱いは全体として少なく

最近は家族の定義を一つ だけ出すことを しない傾向になっている。
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